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第 2図　弥生時代中期の丹後半島出土鉄器

















































住居跡ＳＩ -01 およびＳＩ -11 から碧玉質の緑色凝灰岩を主体とした管玉製作の際の
未成品や剥片，鉄製工具などが多量に出土している。長さ１～ 3㎝，幅 7～ 8mm 程度，
断面は偏平なレンズ状を呈し，一方の短辺に刃部が形成される棒状鏨，長さ 2～ 4㎝， 
幅 2～ 4mm，断面円形に近い調整用の棒状工具，長さ１～ 2㎝，直径 1～ 2mm，先端が
第 4図　北陸地方の玉作り用鉄製工具
(1 ～ 7. 塚崎遺跡第 1号竪穴　8～ 10. 塚崎遺跡第 10 号竪穴








































































































































11 振り，鉄鏃 4，ヤス 2，銅釧 13，ガラス釧１，貝輪１，ガラス製勾玉 11，管玉 272
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